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(54)【発明の名称】 階調表示基準電圧発生回路およびそれを用いた液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  この発明は、階調表示基準電圧発生回路に関
し、γ補正用の調整データを不揮発性メモリーに記憶さ
せることにより、液晶表示装置の特性等に応じて、γ補
正特性を容易に変更できるようにすることを課題とす
る。
【解決手段】  表示データをデジタル－アナログ変換す
る際に用いる階調表示用の基準電圧を生成する階調表示
基準電圧発生回路において、複数レベルの基準電圧を生
成する基準電圧生成部と、上記基準電圧の調整量を記憶
する補正情報記憶部と、補正情報記憶部に記憶された調
整量に基づいて、上記基準電圧を調整する調整部とを備
えたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示データをデジタル－アナログ変換す
る際に用いる階調表示用の基準電圧を生成する階調表示
基準電圧発生回路において、複数レベルの基準電圧を生
成する基準電圧生成部と、上記基準電圧の調整量を記憶
する補正情報記憶部と、補正情報記憶部に記憶された調
整量に基づいて、上記基準電圧を調整する調整部とを備
えたことを特徴とする階調表示基準電圧発生回路。
【請求項２】  上記補正情報記憶部が不揮発性メモリー
によって構成されていることを特徴とする請求項１記載
の階調表示基準電圧発生回路。
【請求項３】  請求項１または２記載の階調表示基準電
圧発生回路において、前記基準電圧生成部、補正情報記
憶部および調整部とが、複数の色成分ごとに、独立して
設けられていることを特徴とする階調表示基準電圧発生
回路。
【請求項４】  請求項１乃至請求項３のいずれか一つに
記載の階調表示基準電圧発生回路を備えたことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項５】  表示データをデジタル－アナログ変換す
る際に用いる階調表示用の複数個の基準電圧を生成する
基準電圧生成部と、前記基準電圧について１種類または
複数種類の調整量を記憶する補正情報記憶部と、補正情
報記憶部に記憶された調整量に基づいて前記生成された
基準電圧を調整する調整部と、前記調整部の動作を制御
する制御部を備え、制御部が、表示画面の１フレーム内
における所定数の走査ラインごとに、異なる種類の調整
量を前記補正情報記憶部から読み出して前記調整部に与
えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】  前記調整部は、表示画面を表示するため
の走査信号に同期して、与えられる調整量に基づいて基
準電圧の調整を行うことを特徴とする請求項５記載の液
晶表示装置。
【請求項７】  前記補正情報記憶部が、書き換え可能な
不揮発性メモリからなり、前記制御部が、記憶された調
整量を書き換えることを特徴とする請求項５または６記
載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記補正情報記憶部が、正極性電圧を画
素に印加する場合の第１調整用データを記憶する第１記
憶部と、負極性電圧を画素に印加する場合の第２調整用
データを記憶する第２記憶部とからなり、前記基準電圧
生成部が、正極性階調表示用の基準電圧を生成する第１
電圧発生部と、負極性階調表示用の基準電圧を生成する
第２電圧発生部とからなり、前記調整部が、第１記憶部
に記憶された第１調整用データに基づいて第１電圧発生
部によって生成された基準電圧を調整する第１調整部
と、第２記憶部に記憶された第２調整用データに基づい
て第２電圧発生部によって生成された基準電圧を調整す
る第２調整部とからなり、前記制御部から与えられる極
性反転信号に基づいて、前記第１調整部および第２調整
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部から出力される調整後の基準電圧のどちらか一方の基
準電圧を選択する選択部をさらに備え、選択された基準
電圧に基づいて走査ラインごとに階調補正をすることを
特徴とする請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記第１記憶部と第２記憶部が、１つの
書き換え可能な不揮発性メモリーによって構成されてい
ることを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置等
に用いられる階調表示基準電圧発生回路、及び、それを
用いた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】階調表示基準電圧発生回路は２つの電圧
の中間電圧を作る回路である。例えば、アクティブマト
リックス方式の液晶表示装置における液晶駆動部等で
は、抵抗分割を用いて中間電圧が作られる。そして、抵
抗分割用の抵抗には、γ補正と呼ばれる抵抗比を持たせ
ており、この抵抗比の比率に応じて液晶材料の光学特性
を補正し、より自然な階調表示を実現するようにしてい
る。
【０００３】以下に、上記階調表示基準電圧発生回路を
備えた液晶表示装置の構成、その液晶表示装置における
ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）方式の液晶パネルの構成、
その液晶駆動波形、および、そのソースドライバの構成
について説明する。
【０００４】、図１１に、アクティブマトリックス方式
の代表例であるＴＦＴ方式の液晶表示装置のブロック構
成を示す。この液晶表示装置は、液晶表示部とそれを駆
動する液晶駆動回路（液晶駆動部）とに分かれる。上記
液晶表示部は、ＴＦＴ方式の液晶パネル１を有してい
る。そして、液晶パネル１内には、液晶表示素子（図示
せず）と後に詳述する対向電極（共通電極）２とが設け
られている。
【０００５】一方、上記液晶駆動回路には、ＩＣ（集積
回路）で成るソースドライバ３およびゲートドライバ４
と、コントローラ５と、液晶駆動電源６が搭載されてい
る。ソースドライバ３やゲートドライバ４は、一般的に
は、配線のあるフィルム上に先のＩＣチップを搭載し
た、例えばＴＣＰ（Ｔａｐｅ  Ｃａｒｒｉｅｒ  Ｐａｃ
ｋａｇｅ）を液晶パネルのＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ  Ｔｉ
ｎ  Ｏｘｉｄｅ；インジウムすず酸化膜）端子上に実装
し、接続したり、先のＩＣチップをＡＣＦ（Ａｎｉｓｏ
ｔｒｏｐｉｃ  Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ  Ｆｉｌｍ  ；異
方性導電膜）を介して直接、液晶パネルのＩＴＯ端子に
熱圧着して実装し、接続する方法で構成されている。そ
して、コントローラ５は、ソースドライバ３に表示デー
タＤおよび制御信号Ｓ１を入力する一方、ゲートドライ
バ４には垂直同期信号Ｓ２を入力する。さらに、ソース
ドライバ３およびゲートドライバ４に水平同期信号を入
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力する。
【０００６】上記構成において、外部から入力された表
示データは、上記コントローラ５を介してデジタル信号
である表示データＤとしてソースドライバ３に入力され
る。そうすると、ソースドライバ３は、入力された表示
データＤを時分割して第１ソースドライバ～第ｎソース
ドライバにラッチし、その後、コントローラ５から入力
される上記水平同期信号に同期してＤ／Ａ変換する。そ
して、時分割された表示データＤをＤ／Ａ変換して成る
階調表示用のアナログ電圧（以下、階調表示電圧と言
う）を、ソース信号ライン（図示せず）を介して、液晶
パネル１内における対応する上記液晶表示素子に出力す
る。
【０００７】図１２に、上記液晶パネル１の構成を示
す。液晶パネル１には、画素電極１１、画素容量１２、
画素電極１１への電圧印加をオン・オフ制御するＴＦＴ
１３、ソース信号ライン１４、ゲート信号ライン１５、
対向電極１６（図１１における対向電極２に相当）が設
けられている。ここで、画素電極１１，画素容量１２お
よびＴＦＴ１３によって１画素分の上記液晶表示素子Ａ
が構成される。
【０００８】上記ソース信号ライン１４には、図１１に
おけるソースドライバ３から、表示対象画素の明るさに
応じた上記階調表示電圧が与えられる。一方、ゲート信
号ライン１５には、ゲートドライバ４から、列方向に並
んだＴＦＴ１３を順次オンするような走査信号が与えら
れる。そして、オン状態のＴＦＴ１３を介して、当該Ｔ
ＦＴ１３のドレインに接続された画素電極１１にソース
信号ライン１４の階調表示電圧が印加され、上記対向電
極１６との間の画素容量１２に蓄積される。こうして、
液晶の光透過率が上記階調表示電圧に応じて変化され
て、画素表示が行われる。
【０００９】図１３および図１４に、液晶駆動波形の一
例を示す。図１３および図１４において、２１，２５は
ソースドライバ３の駆動波形であり、２２，２６はゲー
トドライバ４の駆動波形である。また、２３，２７は対
向電極１６の電位であり、２４，２８は画素電極１１の
電圧波形である。ここで、液晶材料に印加される電圧
は、画素電極１１と対向電極１６との電位差であり、図
中においては斜線で示している。
【００１０】例えば、図１３の場合は、上記ゲートドラ
イバ４の駆動波形２２のレベルが「Ｈ」の期間だけＴＦ
Ｔ１３がオンし、ソースドライバ３の駆動波形２１と対
向電極１６の電位２３との差の電圧が画素電極１１に印
加される。その後、ゲートドライバ４の駆動波形２２の
レベルは「Ｌ」となり、ＴＦＴ１３はオフ状態となる。
その場合に、画素には画素容量１２が存在するために、
上述の電圧が維持される。
【００１１】図１４の場合も同様である。但し、図１３
と図１４とは液晶材料に印加される電圧が異なる場合を
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示しており、図１３の場合は、図１４の場合と比べて印
加電圧が高くなっている。このように、液晶材料に印加
する電圧をアナログ電圧として変化させることによっ
て、液晶の光透過率をアナログ的に変え、多階調表示を
実現するのである。尚、表示可能な階調数は、液晶材料
に印加されるアナログ電圧の選択肢の数によって決定さ
れる。
【００１２】図１５は、図１１におけるソースドライバ
３を構成する第ｎソースドライバのブロック図の一例を
示す。入力されたデジタル信号の表示データＤは、Ｒ
（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の表示データ（ＤＲ，Ｄ
Ｇ，ＤＢ）を有している。そして、この表示データＤ
は、一旦入力ラッチ回路３１にラッチされた後、コント
ローラ５からスタートパルスＳＰおよびクロックＣＫに
よってシフトするシフトレジスタ３２の動作に合わせ
て、時分割によってサンプリングメモリ３３に記憶され
る。その後、コントローラ５からの水平同期信号（図示
せず）に基づいてホールドメモリ３４に一括転送され
る。尚、Ｓはカスケード出力である。
【００１３】階調表示基準電圧発生回路３９は、外部基
準電圧発生回路（図１１における液晶駆動電源６に相
当）から供給される電圧ＶＲに基づいて、各レベルの基
準電圧を発生する。ホールドメモリ３４のデータは、レ
ベルシフタ回路３５を介してＤ／Ａ変換回路（デジタル
・アナログ変換回路）３６に送出され、階調表示基準電
圧発生回路３９からの各レベルの基準電圧に基づいてア
ナログ電圧に変換される。そして、出力回路３７によっ
て、液晶駆動電圧出力端子３８から、上記階調表示電圧
として、各液晶表示素子Ａのソース信号ライン１４に出
力される。すなわち、上記基準電圧のレベル数が上記表
示可能な階調数となる。
【００１４】図１６に、上述のような複数の基準電圧を
発生して中間電圧を生成する階調表示基準電圧発生回路
３９の構成を示す。尚、図１６における階調表示基準電
圧発生回路３９は、６４通りの基準電圧を発生するよう
にしている。
【００１５】この階調表示基準電圧発生回路３９は、Ｖ
０，Ｖ８，Ｖ１６，Ｖ２４，Ｖ３２，Ｖ４０，Ｖ４８，
Ｖ５６およびＶ６４で表わされる９個の中間調電圧入力
端子と、γ補正のための抵抗比を持たせた抵抗素子Ｒ０
～Ｒ７と、各抵抗素子Ｒ０～Ｒ７の両端間に直列に８個
ずつ接続された合計６４個の抵抗（図示せず）で構成さ
れている。このように、γ補正と呼ばれる抵抗比をソー
スドライバ３に内蔵し、上記階調表示電圧に変換するた
めの液晶駆動出力電圧に折れ線特性を持たせるようにし
ている。したがって、上記抵抗比の比率によって液晶材
料の光学特性を補正する  ことによって、液晶材料の光
学特性に合わせた自然な階調表示を行うことができる。
尚、従来の階調表示基準電圧発生回路３９における液晶
駆動出力電圧の特性例を図１７に示す。
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【００１６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の階調表示基準電圧発生回路においては、以下のよう
な問題がある。すなわち、最適なγ補正特性（図１７に
示す液晶駆動出力電圧の折れ線特性）は、液晶材料の種
類や液晶パネルの画素数によって異なり、液晶モジュー
ル毎に異なる。そして、ソースドライバ３に内蔵される
階調表示基準電圧発生回路３９の抵抗分割比は、ソース
ドライバ３の設計段階において決定されている。したが
って、適用する液晶モジュールの液晶材料の種類や液晶
パネルの画素数に応じてγ補正特性を変更する場合に
は、その都度ソースドライバ３を作り換えなければなら
ないと言う問題がある。
【００１７】尚、上記外部基準電圧発生回路から中間調
電圧入力端子Ｖ０～Ｖ６４に供給される複数の中間調電
圧を調整する基準電圧調整手段を設けて、この基準電圧
調整手段によって各中間調電圧入力端子Ｖ０～Ｖ６４に
供給される中間調電圧を調整する方法も考えられる。し
かしながら、上記基準電圧調整手段を設けることによっ
て端子数が増加したり回路規模が大きくなって、製造コ
ストが増加するという問題がある。
【００１８】そこで、この発明の目的は、製造コストを
増加させることなく液晶材料や液晶パネルの特性に応じ
てユーザが任意にγ補正特性を変更できる階調表示基準
電圧発生回路、および、それを用いた液晶表示装置を提
供することにある。
【００１９】また、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）はコン
パクト性、低消費電力性等の特長によってその需要は拡
大しつつあり、機能的にも大画面化、高精細化、多階調
化に向け商品開発が進められている。しかしながら、Ｌ
ＣＤはＣＲＴ等に対し視野角が狭く、特に上下の視野角
が狭く技術課題となっている。例えば、現在、ＯＡ用に
使われているノーマリーホワイトの透過型ＴＮ（ツィス
トネマティック）方式のＬＣＤは、偏光軸が直交するよ
うに配された２枚の偏光板に挟まれた液晶に印加する電
圧を変えることで、液晶の配向状態を変え入射側の偏光
板で直線偏光された光を楕円偏光させ、出射側の偏光軸
方向の光のみ透過させることで輝度を制御している。
【００２０】ＯＡ用ＬＣＤでは、薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）側のガラス基板とカラーフィルター（ＣＦ）側の
ガラス基板とで夫々図１８（ａ）に示すような方向で配
向膜にラビング処理を施すことで、その方向に液晶分子
を配向させている。電圧を印加しないと液晶は横になっ
た状態で捻れて配向するが、電圧を印加すると液晶は縦
方向に配向してくる。液晶分子の長軸方向と短軸方向で
は屈折率が異なるため、液晶が寝た状態では光の伝播面
で屈折率の異方性があるのに対し、立った状態では等方
的になる。従って、液晶印加電圧で光の偏光の回転が異
なる。この偏光の回転量は液晶分子の屈折率異方性（長
軸方向の屈折率－短軸方向の屈折率）と液晶セルのギャ
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ップの積（リターデーション）で規定される。
【００２１】図１８（ａ）の方向で各々ガラス基板をラ
ビング処理を行い液晶分子を配向させると、図１８
（ｂ）に示すように液晶分子は捻れるためにリターデー
ションの異方性が現れる。左右方向は比較的対称な配向
のために視野角も比較的広いが、上下方向は液晶分子の
配向の非対称性が著しいため視野角が狭くなる。上側か
らみると液晶分子は横になった状態に見え、下側からみ
ると液晶分子は立ってみえる。その結果、上視野からは
黒レベル浮きが顕著となり、下視野からは階調逆転が問
題となる。これは特に中間調が多用されるフルカラー品
で大きな問題となる。
【００２２】このように、従来技術では、ＬＣＤの広視
野角化のために例えば、一画素を複数の小画素ドットで
あるサブピクセルに分割させ、更に分割された小画素ド
ット間に複数の容量を形成し、異なる電圧を印加させる
構造のものが一般的に知られているが、この方法におい
ては画素ドットを分割し、更に容量を作るために画素を
複数回作成する必要があるため、液晶パネル製造工程が
通常のものに比し複雑となり、結果的に歩留りの低下ひ
いてはコストの増大をもたらす。この発明の目的は、上
記目的に加えて、製造工程を複雑化することなく電気的
に視野角の拡大を図った液晶表示装置を提供することで
ある。
【００２３】
【課題を解決するための手段】この発明は、表示データ
をデジタル－アナログ変換する際に用いる階調表示用の
基準電圧を生成する階調表示基準電圧発生回路におい
て、複数レベルの基準電圧を生成する基準電圧生成部
と、上記基準電圧の調整量を記憶する補正情報記憶部
と、補正情報記憶部に記憶された調整量に基づいて、上
記基準電圧を調整する調整部とを備えたことを特徴とす
る階調表示基準電圧発生回路を提供するものである。こ
の構成によれば、補正情報記憶部の記憶情報を書きかえ
るだけで基準電圧を変更できるので、液晶材料や液晶表
示装置の特性に合わせて、ユーザが容易に基準電圧を調
整することが可能となる。
【００２４】また、上記補正情報記憶部は、不揮発性メ
モリーによって構成されることが好ましい。これによれ
ば、ユーザが調整した前回の補正状態を次の表示にその
まま適用することができる。さらに、前記した階調表示
基準電圧発生回路の基準電圧生成部、補正情報記憶部お
よび調整部とを、複数の色成分ごとに、たとえば、赤、
緑、青の色ごとに独立して設けるようにしてもよい。こ
れによれば、色ごとに独立して基準電圧を調整できるの
で、表示パネルの表示品位をきめ細かく制御できる。
【００２５】また、この発明の階調表示基準電圧発生回
路は、特性の異なる液晶表示装置に対しても、同じ構成
のものを採用することができるので、液晶表示装置の部
品の共通化が図れ、製造コストを下げることができる。
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7
【００２６】また、この発明は、表示データをデジタル
－アナログ変換する際に用いる階調表示用の複数個の基
準電圧を生成する基準電圧生成部と、前記基準電圧につ
いて１種類または複数種類の調整量を記憶する補正情報
記憶部と、補正情報記憶部に記憶された調整量に基づい
て前記生成された基準電圧を調整する調整部と、前記調
整部の動作を制御する制御部を備え、制御部が、表示画
面の１フレーム内における所定数の走査ラインごとに、
異なる種類の調整量を前記補正情報記憶部から読み出し
て前記調整部に与えることを特徴とする液晶表示装置を
提供するものである。また、調整部は、表示画面を表示
するための走査信号に同期して、与えられる調整量に基
づいて基準電圧の調整を行うようにしてもよい。これに
よれば、所定数の走査ラインごとに基準電圧を調整でき
るので、よりきめ細かく視野角を調整できる。
【００２７】ここで走査ラインとは、いわゆるゲート信
号ラインを意味する。また、所定数の走査ラインごとと
は、一走査ラインごとでもよくまた、任意の複数本の走
査ラインごとでもよい。制御部は、ＭＰＵ（マイクロプ
ロセシングユニット）のようなコントローラＬＳＩを用
い、補正情報記憶部に記憶された調整量を書き換えるよ
うにしてもよい。この書き換えを可能とすることによ
り、よりきめ細かく、視野角を広げるように調整するこ
とが可能となる。
【００２８】さらに、この発明は、前記補正情報記憶部
が、正極性電圧を画素に印加する場合の第１調整用デー
タを記憶する第１記憶部と、負極性電圧を画素に印加す
る場合の第２調整用データを記憶する第２記憶部とから
なり、前記基準電圧生成部が、正極性階調表示用の基準
電圧を生成する第１電圧発生部と、負極性階調表示用の
基準電圧を生成する第２電圧発生部とからなり、前記調
整部が、第１記憶部に記憶された第１調整用データに基
づいて第１電圧発生部によって生成された基準電圧を調
整する第１調整部と、第２記憶部に記憶された第２調整
用データに基づいて第２電圧発生部によって生成された
基準電圧を調整する第２調整部とからなり、前記制御部
から与えられる極性反転信号に基づいて、前記第１調整
部および第２調整部から出力される調整後の基準電圧の
どちらか一方の基準電圧を選択する選択部をさらに備
え、選択された基準電圧に基づいて走査ラインごとに階
調補正をすることを特徴とする液晶表示装置を提供する
ものである。これによれば、正極性および負極性の電圧
を印加する走査ラインごとに視覚による色変化の適切な
補正をすることができる。
【００２９】
【発明の実施の形態】以下、図面に示す実施の形態に基
づいてこの発明を詳述する。なお、これによってこの発
明が限定されるものではない。
＜第１実施例＞図１に、この発明の階調表示基準電圧発
生回路を備えたソースドライバの第１実施例の構成ブロ
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ック図を示す。また、図２に、このソースドライバ１０
１を用いた液晶表示装置の一実施例の概略構成図を示
す。図２において、液晶表示装置は、液晶表示部１０３
と、液晶駆動部１０４とから構成される。また、液晶駆
動部１０４は、ソースドライバ１０１、ゲートドライバ
１０２、コントローラ１０５などから構成される。
【００３０】コントローラ１０５は、従来と同様にソー
スドライバ１０１に表示データと制御信号を入力し、ゲ
ートドライバ１０２に垂直同期信号を入力すると共に、
ソースドライバ１０１およびゲートドライバ１０２に水
平同期信号を入力する。そして、入力された表示データ
は時分割して各ソースドライバに与えられ、水平同期信
号に同期してＤ／Ａ変換されて、所定の階調表示電圧と
して液晶表示素子に出力される。
【００３１】図１に示すように、ソースドライバ１０１
は、シフトレジスタ回路３２、データラッチ回路３１、
サンプリングメモリ回路３３、ホールドメモリ回路３
４、レベルシフタ回路３５、ＤＡコンバータ回路３６、
及び出力回路３７、階調表示基準電圧発生回路５２から
構成されている。以下に、このソースドライバ１０１の
動作を、初段の第１ソースドライバＳ（１）を用いて説
明する。
【００３２】シフトレジスタ回路３２は、スタートパル
ス入力信号ＳＳＰＩをシフト、すなわち転送する回路で
ある。信号ＳＳＰＩは図示しないコントローラ１０５の
端子ＳＳＰＩから出力され、ソースドライバ１０１の入
力端子ＳＳＰｉｎに入力され、表示用データ信号Ｒ・Ｇ
・Ｂの水平同期信号と同期がとられた信号である。この
スタートパルス入力信号ＳＳＰＩは、コントローラ１０
５の端子ＳＣＫから出力され、かつソースドライバ１の
入力端子ＳＣＫｉｎに入力されるクロック信号ＳＣＫに
よってシフトされる。このシフトレジスタ回路３２にて
シフトされたスタートパルス入力信号ＳＳＰＩは、例え
ば８個使いにおいては図２の８段目の第８ソースドライ
バＳ（８）におけるソースドライバ１のシフトレジスタ
回路３２にまで順次転送される。
【００３３】一方、コントローラ１０５の端子Ｒ１～Ｒ
６・端子Ｇ１～Ｇ６・端子Ｂ１～Ｂ６から出力されるそ
れぞれ６ビットの表示用データ信号Ｒ・Ｇ・Ｂは、クロ
ック信号／ＳＣＫ（クロック信号ＳＣＫの反転信号）の
立ち上がりに同期を取って、ソースドライバ１の入力端
子Ｒ１ｉｎ～Ｒ６ｉｎ・入力端子Ｇ１ｉｎ～Ｇｉｎ６・
入力端子Ｂ１ｉｎ～Ｂ６ｉｎにそれぞれシリアルに入力
され、データラッチ回路３１にて一時的にラッチされた
後、サンプリングメモリ回路３３に送られる。
【００３４】サンプリングメモリ回路３３は、上記シフ
トレジスタ回路３２の各段の出力信号により、時分割で
送られてくる表示用データ信号（Ｒ・Ｇ・Ｂ各６ビット
の計１８ビット）をサンプリングし、ホールドメモリ回
路３４にコントローラ１０５から出力されたラッチ信号
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ＬＳがソースドライバ１の端子ＬＳに入力されるまで、
それぞれ記憶している。
【００３５】そして、ホールドメモリ回路３４では、サ
ンプリングメモリ回路３３より入力される表示用データ
信号を、表示用データ信号Ｒ・Ｇ・Ｂの１水平期間分の
表示用データ信号が入力された時点でラッチ信号ＬＳに
てラッチし、次の１水平期間分の表示用データ信号がサ
ンプリングメモリ回路３３からホールドメモリ回路３４
に入力されるまでの間保持し、その後、レベルシフタ回
路３５へ出力する。
【００３６】階調表示基準電圧発生回路５２は、後述す
るように赤、緑、青色用の液晶駆動電圧出力端子に対
し、６４通りの基準電圧を作成し階調表示用の中間電圧
を生成するものである。この回路５２に入力されるＶＲ
は、外部の液晶駆動電源から供給される電圧であり、Ｕ
Ｐは、外部の制御装置などのユーザプログラムによって
与えられるデジタルデータである。
【００３７】この発明の階調表示基準電圧発生回路５２
には、γ補正のための調整データが記憶される不揮発性
メモリー５３が備えられている。
【００３８】ＤＡコンバータ回路３６は、ホールドメモ
リ回路３４より入力され、レベルシフタ回路３５にて変
換されたＲＧＢそれぞれ６ビットの表示用データ信号
（デジタル）を６４通りの中間電圧に基づいて、アナロ
グ信号に変換して出力回路３７に出力する。出力回路３
７は、６４レベルのアナログ信号を増幅し、出力端子３
８のＸｏ－１～Ｘｏ－１２８・Ｙｏ－１～Ｙｏ－１２８
・Ｚｏ－１～Ｚｏ－１２８から液晶パネルへ階調表示電
圧として出力する。上記出力端子Ｘｏ－１～Ｘｏ－１２
８・Ｙｏ－１～Ｙｏ－１２８・Ｚｏ－１～Ｚｏ－１２８
は、それぞれ表示用データ信号Ｒ・Ｇ・Ｂに対応するも
ので、Ｘｏ，Ｙｏ，Ｚｏそれぞれ共に１２８個の端子か
らなる。また、ソースドライバ１０１の端子ＶＣＣ及び
端子ＧＮＤは、コントローラ回路の端子ＶＣＣ及びＧＮ
Ｄと接続される電源供給用の端子であって、それぞれ電
源電圧と、グランド電位が供給される。
【００３９】図３に、この発明の階調表示基準電圧発生
回路５２の構成ブロック図を示す。本実施の形態におけ
る階調表示基準電圧発生回路５２は、図１６に示す従来
の階調表示基準電圧発生回路３９の場合と同様に、６４
通りの基準電圧を作成し中間電圧を生成するものを示す
が、これに限られるものではない。
【００４０】本実施の形態における階調表示基準電圧発
生回路５２は、最下位電圧入力端子Ｖ０と最上位電圧入
力端子Ｖ６４との２本の電圧入力端子と、基準となるγ
補正を行なうための抵抗比を有する８個の抵抗素子Ｒ０
～Ｒ７と、この抵抗素子Ｒ０～Ｒ７によって得られたγ
補正後の各基準電圧を一定の範囲で電圧を上下に微調整
するγ補正調整回路５４と、このγ補正調整回路５４を
液晶材料や液晶パネルの特性に応じて任意にプログラム
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ＵＰ等によりγ補正特性を微調整する際に補正情報を格
納するための不揮発性メモリー５３を有している。この
実施例において、抵抗素子（Ｒ０～Ｒ７）が基準電圧生
成部に相当し、不揮発性メモリー５３が補正情報記憶部
に相当し、γ補正調整回路５４が調整部に相当する。
【００４１】さらに、最下位電圧入力端子Ｖ０とγ補正
調整回路５４の出力端子との間、各γ補正調整回路５４
の出力端子間、γ補正調整回路５４の出力端子と最上位
電圧入力端子Ｖ６４との間に直列に８個ずつ接続された
合計６４個の抵抗（図示せず）を有している。
【００４２】上記構成を有するために、図１６に示す従
来の階調表示基準電圧発生回路３９のように、９本の中
間調電圧入力端子Ｖ０～Ｖ６４を設ける必要はなく、上
記中間電圧を当該階調表示基準電圧発生回路５２内で生
成し調整することができる。
【００４３】図４は、上記γ補正調整回路５４の構成を
示す概略ブロック図である。γ補正調整回路５４は、電
圧降下を発生させるための１つの抵抗素子Ｒと、２個の
定電流源４４，４５と、バッファアンプ４６で構成され
る。そして、抵抗素子Ｒに電流を流すことによる電圧降
下を利用して、入力された電圧を一定の電圧だけ上下に
シフトすることによって出力電圧を調整する。このよう
な構成を有するγ補正調整回路５４は、次のように動作
する。
【００４４】すなわち、上記γ補正調整回路５４の入力
端子４７に、例えば基準となる電圧Ｖｒｅｆが供給され
る。そして、基準電圧Ｖｒｅｆよりも高い出力電圧ある
いは低い出力電圧を得る場合には、定電流源４４，４５
によって抵抗素子Ｒに流れる電流を変化させ、抵抗素子
Ｒによる電圧降下を利用して、入力された電圧を抵抗素
子Ｒでの電圧降下の分だけ上または下にシフトした電圧
Ｖｏｕｔを出力端子４８から出力するのである。
【００４５】つまり、上記基準電圧Ｖｒｅｆよりも高い
出力電圧Ｖｏｕｔを得る場合には、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｒｅｆ＋ｉ・Ｒ
になるように、また、基準電圧Ｖｒｅｆよりも低い出力
電圧Ｖｏｕｔを得る場合には、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｒｅｆ－ｉ・Ｒ
になるように、γ補正調整回路５４によって電圧を調整
するのである。
【００４６】図５は、上記基準電圧Ｖｒｅｆよりも高い
出力電圧Ｖｏｕｔを得る場合（図５（ａ））、および、
基準電圧Ｖｒｅｆよりも低い出力電圧Ｖｏｕｔを得る場
合（図５（ｂ））に、定電流源４４，４５の動作によっ
て抵抗素子Ｒを流れる電流が変化した状態を示す。この
場合、図５（ａ）に示すように、抵抗素子Ｒよりも入力
端子４７側にある定電流源４４を接地し、出力端子４８
側にある定電流源４５を電源に接続することによって、
抵抗素子Ｒには定電流源４５から定電流源４４に向う正
の向きの電流ｉが流れる。その結果、入力端子４７から
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基準電圧Ｖｒｅｆが入力された場合の出力端子４８から
の出力電圧Ｖｏｕｔは、基準電圧Ｖｒｅｆよりも抵抗素
子Ｒでの電圧降下の分だけ高い
Ｖｏｕｔ＝Ｖｒｅｆ＋ｉ・Ｒ
となる。
【００４７】一方、図５（ｂ）に示すように、上記定電
流源４４を電源に接続し、定電流源４５を接地すること
によって、抵抗素子Ｒには定電流源４４から定電流源４
５に向う負の向きの電流ｉが流れる。その結果、入力端
子４７から基準電圧Ｖｒｅｆが入力された場合の出力端
子４８からの出力電圧Ｖｏｕｔは、基準電圧Ｖｒｅｆよ
りも抵抗素子Ｒでの電圧降下の分だけ低い
Ｖｏｕｔ＝Ｖｒｅｆ－ｉ・Ｒ
となるのである。
【００４８】そして、個々の上記γ補正調整回路５４に
おける各定電流源４４，４５に関して、電流値を複数値
に切り換え可能にし、さらに接地と電源への接続とを切
り換え可能にし、上記夫々の切り換えを不揮発性メモリ
ー５３に記憶された調整用データに基づいて制御するこ
とによって、抵抗素子Ｒ０～Ｒ７で得られたγ補正電圧
を微調整するのである。こうして微調整された各基準電
圧間の電圧が、さらに上記６４個の抵抗のうちの８個に
よって８等分されて、Ｄ／Ａ変換回路３６に送出される
のである。
【００４９】図６は、上記各定電流源４４，４５に関す
る電流値の切り換えおよび接地／電源の接続切り換えを
実現するγ補正調整回路５４の定電流源部の回路構成を
示す。この定電流源部は、電源に接続されると共に、ｎ
を正の整数として、２(n-1)で重み付けされた電流２
(n-1)ｉを発生する５個の定電流源ｉ，２ｉ，４ｉ，８
ｉ，１６ｉを有する。そして、夫々の定電流源２(n-1)

ｉは、＋２(n-1)の制御信号によってオンするスイッチ
＋２(n-1)を介して、抵抗素子Ｒの一端および出力端子
４８に接続されている。さらに、－２(n-1)の制御信号
によってオンするスイッチ－２(n-1)を介して、抵抗素
子Ｒの他端および入力端子４７に接続されている。
【００５０】同様に、接地されると共に、上記２(n-1)

で重み付けされた電流２(n-1)ｉを発生する５個の定電
流源ｉ，２ｉ，４ｉ，８ｉ，１６ｉを有する。そして、
夫々の定電流源２(n-1)ｉは、＋２(n-1)の制御信号によ
ってオンするスイッチ＋２(n-1)を介して、抵抗素子Ｒ
の上記他端および入力端子４７に接続されている。さら
に、－２(n-1)の制御信号によってオンするスイッチ－
２(n-1)を介して、抵抗素子Ｒの上記一端および出力端
子４８に接続されている。
【００５１】つまり、上記スイッチ＋２(n-1)またはス
イッチ－２(n-1)を介して入力端子４７に接続された定
電流源２(n-1)ｉは図５における定電流源４４として機
能し、スイッチ＋２(n-1)あるいはスイッチ－２(n-1)を
介して出力端子４８に接続された定電流源２(n-1)ｉは
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図５における定電流源４５として機能するのである。そ
して、不揮発性メモリー５３に記憶されている２の補数
表現による符号付２進数の多ビットディジタルデータで
ある調整用データに基づいて、各スイッチ＋２(n-1)お
よびスイッチ－２(n-1)のオン／オフを制御することに
よって、定電流源４４，４５に関する電流値の切り換え
および電源／接地の接続切り換えを実現するのである。
【００５２】こうすることによって、上記抵抗素子Ｒを
流れる電流の値と方向とを変化させることができ、入力
電圧Ｖｉｎに対して抵抗素子Ｒに流れる電圧降下の分だ
け上にまたは下に複数段にシフトした電圧Ｖｏｕｔを出
力することができるのである。以下、具体例を挙げて説
明する。
【００５３】以下の説明は、上記調整用データが６ビッ
トデータであるとして行う。このような６ビットで表わ
される調整用データに基づく調整は、γ補正値に対する
調整を－３２～＋３１の６４段階で行うことを可能にす
る。
【００５４】図６において、上記定電流源ｉ，２ｉ，４
ｉ，８ｉ，１６ｉの夫々は、２(n-1)で重み付けされた
電流値ｉ，２ｉ，４ｉ，８ｉ，１６ｉを発生する。ま
た、上記各スイッチ＋２(n-1)およびスイッチ－２(n-1)

は、不揮発性メモリー５３に格納されたγ補正情報の調
整データに基づいてオンあるいはオフされる。以下、６
ビットの調整用データに基づくγ補正調整回路５４の動
作を説明する。
【００５５】第１の場合として、上記調整用データが
「＋１：（０００００１）」の場合について述べる。こ
の場合には２つのスイッチ＋２0のみがオンし、他の総
てのスイッチはオフする。この状態は、図５（ａ）と同
じである。つまり、抵抗素子Ｒに流れる電流Ｉ

total
は

定電流源ｉと同じであり、電流の向きは上記正である。
したがって、出力電圧Ｖｏｕｔは入力された基準電圧Ｖ
ｉｎよりも抵抗素子Ｒでの電圧降下分だけ上昇し、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｉｎ＋ｉ×Ｒ
の出力電圧が得られる。これは、入力基準電圧Ｖｉｎよ
りも（ｉ×Ｒ）だけ高い電圧である。
【００５６】また、他の場合として、上記調整データが
「－９：（１０１００１）」の場合について説明する。
この場合には、２つのスイッチ－２3および２つのスイ
ッチ－２0の合計４つのスイッチがオンし、他の総ての
スイッチはオフする。この状態は、図５（ｂ）と同じで
ある。つまり、抵抗素子Ｒに流れる電流Ｉ

total
は定電

流源ｉと定電流源８ｉとの電流の和である９ｉとなり、
電流の向きは上記負である。したがって、出力電圧Ｖｏ
ｕｔは入力された基準電圧Ｖｉｎよりも抵抗素子Ｒでの
電圧降下分だけ下降し、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｉｎ－９ｉ×Ｒ
の出力電圧が得られる。これは、入力基準電圧Ｖｉｎよ
りも（ｉ×Ｒ）の９倍だけ低い電圧である。
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【００５７】他の調整用データの場合においても、上述
の動作に準じて、夫々のスイッチ＋２(n-1)，－２(n-1)

をオンまたはオフすることによって、入力基準電圧Ｖｉ
ｎを中心として、１段階当り（ｉ×Ｒ）の電圧で－３２
～＋３１の範囲内で６４段階に電圧調整を行うことがで
きる。
【００５８】すなわち、上記調整用データとして２の補
数表現による符号付２進数の多ビットディジタルデータ
を用いることによって、そのビット番号ｎと抵抗素子Ｒ
に流す電流値の重み（倍率）２(n-1)とをスイッチ＋２
(n-1)，－２(n-1)を介して対応付けることができる。し
たがって、不揮発性メモリー５３に記憶されたγ補正情
報の調整データに応じた倍率の調整量を得ることができ
ることになる。つまり、調整データによって上記基準値
の調整量を簡単に指定することができる。
【００５９】このように、上記不揮発性メモリー５３に
記憶されたγ補正情報の調整データに応じてスイッチ＋
２(n-1)，－２(n-1)をオン／オフすることによって、入
力電圧に対して調整用データに基づく調整を行った電圧
を出力することができ、この調整を抵抗素子Ｒ０～Ｒ７
に基づくγ補正値に適用することによって、図７に示す
ように、液晶駆動出力電圧の特性を、抵抗素子Ｒ０～Ｒ
７に基づく補正値を中心として上記調整用データに基づ
いて上下に変更することができる。
【００６０】次に、不揮発性メモリー５３に記憶される
情報について説明する。図８に、この発明の不揮発性メ
モリー５３に記憶されるγ補正用の調整データの一実施
例を示す。記憶される情報は、格納アドレス、階調表示
データ２２０、および調整データからなる。図８の格納
アドレスとは、不揮発性メモリー５３のアドレスであ
り、これは、出力データを意味する。階調表示データ２
２０は、γ補正調整回路５４に出力される補正後の階調
表示データである。調整データは、ある階調表示データ
に対する設定値であり、外部の制御装置に組み込まれた
ユーザプログラムにより書き替えられる。
【００６１】図９に階調基準電圧発生回路５２の抵抗分
割比の設計段階において決定されたγ補正特性２１０の
一実施例を示す。ここで、縦軸は、不揮発メモリー５３
の格納アドレスであり、横軸は階調表示データを示して
いる。縦軸の格納アドレスは、不揮発性メモリー５３か
ら出力される出力データに対応している。たとえば、図
９のＫ点のγ補正特性２１０は、出力データが２３Ｈ
（１６進数）で、階調表示データが１０Ｈ（１６進数）
である。ここで、この出力データのレベルを２３Ｈから
２５Ｈに補正する場合を考える。
【００６２】まず、図８に示すように、たとえば補正後
の出力データに対応する不揮発性メモリー５３の格納ア
ドレス２５Ｈに、調整データとして、「＋１（２進数：
０００００１）を予め格納しておく。同様にして、６ビ
ットのデジタル表示データのビット列のすべての組合せ
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に対応するアドレス（００Ｈから３ＦＨ）のそれぞれ
に、補正したい調整データを格納する（図８参照）。
【００６３】この格納処理は、ユーザが外部制御装置の
ユーザプログラムを動作させることにより容易に行うこ
とができる。すなわち、ユーザ自身が簡単な操作をする
だけで、γ補正のための調整量を容易に変更することが
できる。このように、γ補正特性をユーザが容易に変更
できれば、表示状態を最適化するための評価作業を効率
化することができる。
【００６４】図９に、図８に示したような不揮発性メモ
リー５３に格納された調整データに基づいて、出力デー
タを変更した後のγ補正特性２２０を示す。この不揮発
性メモリー５３としては、電源を切断しても一度記憶し
たデータが保持されるように、フラッシュメモリー、Ｏ
ＴＰ、ＥＥＰＲＯＭ、ＦｅＲＡＭ（強誘電体メモリー）
を用いることができる。
【００６５】＜第２実施例＞図１０に、この発明の階調
表示基準電圧発生回路を用いたソースドライバの第２実
施例の構成ブロック図を示す。この実施例では、色再現
性の向上を目的として、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
の各色ごとに、独立してγ補正をする回路を備えること
を特徴とする。
【００６６】図１の第１実施例では、唯１つの階調表示
基準電圧発生回路５２を設けていたが、この第２実施例
では、図１０に示すように、３つの階調表示基準電圧発
生回路（Ｒ用５２－１、Ｇ用５２－２、Ｂ用５２－３）
を設ける。不揮発性メモリー５３は、第１実施例と同様
に、各階調表示基準電圧発生回路の内部にそれぞれ別個
に設けてもよいが、１つの不揮発性メモリー５３のみを
設けて、これにＲ，Ｇ，Ｂすべての色についての調整デ
ータを格納するようにしてもよい。
【００６７】また、図１０に示したシフトレジスタ回路
３２等の他の構成要素は、図１に示した第１実施例と同
様であり、ソースドライバとしての各回路の動作も同様
である。ただし、色ごとに、図８に示したような調整デ
ータが不揮発性メモリー５３に記憶され、３つの階調表
示基準電圧発生回路（５２－１，５２－２，５２－３）
により、各色ごとに６４通りの基準電圧がＤＡコンバー
タ回路３６に与えられる点が異なる。これによれば、各
色ごとに独立してγ補正をすることができるので、より
適切な階調による画像表示をすることができる。
【００６８】なお、不揮発性メモリー５３は、前記した
ようにソースドライバに内蔵する場合の他、ソースドラ
イバ外部の表示駆動部のコントローラ５等に設けてもよ
く、回路設計時に他の回路との配置を考慮して配置する
ことができる。また、ソースドライバごとに不揮発性メ
モリーを設けた場合、液晶表示装置の画面内での特性の
バラツキ（たとえば、画面の左右の階調ムラ）があって
も微調整が可能であり、特に大画面の表示装置において
有効である。
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【００６９】＜第３実施例＞上記実施例では、γ補正の
ための調整用データを、階調表示基準電圧発生回路５２
の中の不揮発性メモリー５３の中に格納していたが、こ
こでは、階調表示基準電圧発生回路５２とは異なり、ソ
ースドライバ１０１内に設けられた「表示メモリ」に格
納し、ゲート信号ライン１５ごとに、階調表示基準電圧
発生回路５２の中のγ補正調整回路５４を調整する場合
について説明する。以下、ゲート信号を、走査ラインま
たは行とも称する。
【００７０】図１９に、この発明の第３実施例の液晶表
示装置１の構成ブロック図を示す。ここでは、主な構成
要素および信号経路のみ図示し、電源回路、クロック信
号、リセット信号、セレクト信号等の本発明に直接関係
しない回路および信号は省略している。この発明の液晶
表示装置１は、液晶パネル１０３、ソースドライバ１０
１、ゲートドライバ１０２、コントローラ１０５とを備
える。コントローラ１０５としては、ＭＰＵ（マイクロ
プロセッサユニット）を用いることができる。このＭＰ
Ｕ１０５が、制御部に相当する。
【００７１】液晶パネル１０３は、ｍ本のソ－ス電極お
よびｎ本のゲート電極に形成される水平方向ｍ画素×垂
直方向ｎ画素のＴＦＴ（薄膜トランジスタ）方式の画素
を有する液晶パネルである。なお、以下では水平方向１
ラインの画素の配列を「行」と称し、垂直方向１ライン
の画素の配列を「列」と称する。ここでは、ｍ＝１０２
８×ＲＧＢ，ｎ＝９００であり、各画素において第０階
調～第６３階調の６４階調（６ビット）の階調表示を行
なうものとする。各行には、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ
（青）それぞれを表示する画素が繰り返し配列されてい
るものとする。したがって、各行にはＲＧＢの各画素が
それぞれｍ／３画素含まれていることになる。
【００７２】液晶パネル１０３には、ソースドライバ１
０１およびゲートドライバ１０２が接続されており、ソ
ースドライバ１０１およびゲ―トドライバ１０２はコン
トローラ（ＭＰＵ）１０５に接続されている。ソースド
ライバ１０１は、主として、主要回路部１２０、入出力
回路１２１、周辺回路部１２２、および表示メモリ１１
０とから構成される。
【００７３】表示メモリ１１０は、特に制限されない
が、水平方向Ｍ画素×垂直方向Ｎ画素分の表示データを
格納できるよう構成されている。表示メモリ１１０に格
納される表示データは、例えば、キャラクタデータや静
止画面データ等であり、表示データＤ１と切り替えて、
もしくは重ね合わせて液晶画面に出力されるもので、１
画面分でも良いし複数画面分でも良いし、あるいは、ウ
ィンドウ表示部用でも良い。この場合、図１９には図示
していないが、ホールドメモリ３４の前段もしくは後段
に切り替えスィッチを設け、表示メモリ１１０からのデ
ータとＭＰＵ１０５からの表示データとを切り替える。
表示メモリ１１０には、さらにγ補正データも格納され
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る。以後、このγ補正調整用データＤ２にのみ注目して
記載する。
【００７４】表示メモリ１１０は種類は問わないが、フ
ラッシュメモリ、ＯＴＰ、ＥＥＰＲＯＭ、ＦｅＲＡＭ等
（強誘電体メモリ）の一度記憶した補正データは電源が
遮断されても保持する不揮発性メモリーから構成される
のが望ましい。ただし、表示データが固定データとして
提供される場合、表示メモリとしてＲＯＭ構造のメモリ
を用いてもよい。また、表示メモリ１１０は、ソースド
ライバ１０１の中に内蔵してもよく、また外付けとして
もよい。
【００７５】ソースドライバ１０１の周辺回路部１２２
は、コマンドデコーダ１１１、Ｘアドレスデコーダ（カ
ラムデコーダ）１１２、およびＹアドレスデコーダ（ロ
ウデコーダ）１１３を含んでいる。また、ソースドライ
バの主要回路部１２０は、第１実施例の図１に示した回
路ブロックにほぼ対応し、データラッチ回路３１、階調
表示基準電圧発生回路５２（以後、基準電圧発生回路と
称す）、シフトレジスタ３２と、サンプリングメモリ３
３、ホールドメモリ３４、レベルシフタ回路３５、Ｄ／
Ａコンバータ回路３６、および出力回路３７を含んでい
る。
【００７６】この主要回路部１２０には、ＭＰＵ１０５
を介して、液晶パネル１０３の画面に表示される表示デ
ータＤ１がシリアルに入力され、まず、データラッチ回
路３１で一時的にラッチされる。シフトレジスタ３２の
各段の出力信号に基づいて、ラッチされた表示データＤ
１が、サンプリングメモリ回路３３によってサンプリン
グされ、ホールドメモリ回路３４の対応する段に出力さ
れる。
【００７７】また、ホールドメモリ３４は、液晶パネル
１０３における各行に含まれる第１～第ｍの画素、つま
り第１～第ｍのソース電極線にそれぞれ対応している。
ホールドメモリ３４に入力された表示データは、水平同
期信号Ｈによりラッチがかけられ、次の水平同期信号Ｈ
が入力されるまでにホールドメモリ３４から出力される
表示データは固定される。ホールドメモリ３４から出力
される表示データは、レベルシフタ回路３５で次段のＤ
／Ａコンバータ回路３６の信号処理レベルに合わせるた
めの昇圧等のレベル変換が施され、Ｄ／Ａコンバータ回
路３６に入力される。
【００７８】基準電圧発生回路５２には、例えば、画素
に付与すべき電圧の最大電圧Ｅ１および最小電圧Ｅ２が
図示しない電源回路から入力される。基準電圧発生回路
５２は、最大電圧Ｅ１と最小電圧Ｅ２との電位差を内部
で分圧することにより、６４階調表示の場合、６４種類
の階調表示用電圧を発生し、Ｄ／Ａコンバータ回路３６
に対して出力する。Ｄ／Ａコンバータ回路３６では、レ
ベルシフタ回路３５からの表示データに応じた階調表示
用電圧を上記６４種類の階調表示用電圧の中から画素ご
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とに１つ選択し、出力回路３７に対して出力する。
【００７９】出力回路３７は差動増幅器等からなる低イ
ンピーダンス変換部であり、出力回路３７から液晶パネ
ル１０３の第１～第ｍのソース電極それぞれに対して、
Ｄ／Ａコンバータ回路３６で選択された階調表示用電圧
が付与される。この階調表示用電圧は、水平同期信号Ｈ
の１周期、つまり１水平同期期間維持され、次の水平同
期期間は新たな表示データに応じた階調表示用電圧が出
力される。
【００８０】一方、ゲートドライバ１０２は、シフトレ
ジスタ１１４、レベルシフタ１１５、および出力回路１
１６を含んでいる。ゲートドライバ１０２は、シフトレ
ジスタ１１４にＭＰＵ１０５から水平同期信号Ｈおよび
垂直同期信号Ｖが入力され、水平同期信号Ｈをクロック
として垂直同期信号Ｖをシフトレジスタ１１４内の各段
で順次転送させる。
【００８１】シフトレジスタ１１４の各段からの出力
は、液晶パネル１０３における各列に含まれる第１～第
ｎの画素、つまり第１～第ｎのゲート電極線にそれぞれ
対応している。シフトレジスタ１１４の各段からの出力
は、レベルシフタ１１５でレベル変換されることにより
各画素が有するＴＦＴのゲートを制御できる電圧まで昇
圧され、出力回路１１６で低インピーダンス変換され
て、出力回路１１６から液晶パネル１０３の第１～第ｎ
のゲート電極それぞれに対して出力される。このゲート
ドライバ１０２からの出力が走査信号となり、液晶パネ
ル１０３の各画素のＴＦＴのゲートのオン／オフを制御
する。
【００８２】これにより、走査信号で選択された１本の
ゲート電極にゲートが接続されているＴＦＴがオンされ
る。そして、１水平同期期間ごとにゲート電極が順次選
択されることで、オンされるＴＦＴを有する画素が順次
垂直方向に移動する。走査信号により選択されてＴＦＴ
がオンされた画素では、その画素に備えられた画素容量
にソース電極から階調表示用電圧が付与されることで、
その電位に応じて画素容量が充電され、ＴＦＴがオフと
なると画素容量にて電位が保持されることで画素におけ
る階調表示がなされる。
【００８３】ＭＰＵ１０５は、ソースドライバ１０１に
対して、水平同期信号Ｈ、スタートパルス信号Ｓ、表示
データＤ１および制御信号Ｃを与える。制御信号Ｃは、
ＭＰＵ１０５から、入出力回路１２１を介して、コマン
ドデコーダ１１１に与えられる信号であり、例えば２進
ｎビットのようなデータから構成されるものである。コ
マンドデコーダ１１１では、この制御信号Ｃを解析する
ことにより、読出しや書き込み命令がデコードされ、さ
らにＸアドレスデコーダ１１２、Ｙアドレスデコーダ１
１３により表示メモリ１１０の所望のアドレスが選択さ
れ、該アドレスのデータが読み出されたり、書換えられ
たりする。
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【００８４】入出力回路１２１は、ＭＰＵ１０５とのイ
ンターフェイスおよび入出力バッファとして機能する。
ＭＰＵ１０５は制御信号Ｃにより、表示メモリ１１０に
記憶された調整量に基づいて、ガンマ特性を１フレーム
内の任意のラインのみ調整する調整用データＤ２の読み
出しをすることを指示する。
【００８５】以下に、この発明の第３実施例のソースド
ライバ１０１の主要回路部１２０の動作について説明す
る。まず、通常モード（全画面表示）について説明す
る。通常モード時には、ＭＰＵ１０５から送られてくる
表示データＤ１は各画素に対応する６ビットの値を有し
ており、データラッチ回路３１にて一旦ラッチされる。
一方、シフトレジスタ３２は、ＭＰＵ１０５からスター
トパルス信号Ｓをシフト、すなわち転送する。このスタ
ートパルス入力信号Ｓは、ＭＰＵ１０５の端子から出力
され、図示しないソースドライバ１０１のクロック信号
によってシフトされる。このシフトレジスタ３２にてシ
フトされたスタートパルス信号Ｓは、例えばソースドラ
イバ１０１が８個縦続接続されているとすれば、８段目
の第８ソースドライバのシフトレジスタ３２にまで順次
転送される。
【００８６】シフトレジスタ３２から出力回路３７まで
の各ブロックは、液晶パネル１０３の第１～第ｍのｍ本
のソース電極線に対応して第１～第ｍのｍ段となってい
る。このシフトレジスタ３２の各段からの出力に同期し
て、データラッチ回路３１にラッチされていた表示デー
タＤ１が、サンプリングメモリ３３の対応する段に一旦
記憶されるとともに、次のホールドメモリ３４の対応す
る段に出力される。
【００８７】ホールドメモリ３４は、１水平同期期間の
ｍ個の表示データＤ１がサンプリングメモリ３３から入
力されると、ＭＰＵ１０５からの水平同期信号Ｈ（ラッ
チ信号ともいう。）により、サンプリングメモリ３３か
ら表示データＤ１を取り込み、次のレベルシフタ回路３
５に出力する。そして、ホールドメモリ３４は、次の水
平同期信号Ｈが入力されるまでこの表示データＤ１を維
持する。
【００８８】ＭＰＵ１０５は、１水平同期信号毎に表示
データＤ１をデータラッチ回路３１に対して繰り返し送
る。これにより、液晶パネル１０３に対して周期的に表
示データＤ１に応じた電圧が書き込まれ、液晶パネル１
０３における液晶表示が維持される。また、ＭＰＵ１０
５が、制御信号Ｃにより、表示メモリ１１０からの調整
用データＤ２の読み出しを指示すると、調整用データ
（Ｄ２）が該表示メモリ１１０から読み出され、基準電
圧発生回路５２に入力される。
【００８９】基準電圧発生回路５２には、制御信号Ｃに
より表示メモリ１１０から読み出された調整用データ
（Ｄ２）が入力され、第１実施例と同様に赤、緑、青色
用の液晶駆動電圧出力端子に対し、６４通りの基準電圧
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を作成し階調表示用の中間電圧を生成する。
【００９０】Ｄ／Ａ変換回路３６は、ホールドメモリ３
４より入力されかつレベルシフタ回路３５にて変換され
たＲＧＢそれぞれ６ビットの表示データ信号（デジタ
ル）を、基準電圧発生回路５２から与えられる６４通り
の中間電圧に基づいて、アナログ信号に変換して出力回
路３７に出力する。出力回路３７は、６４レベルのアナ
ログ信号を増幅し、液晶パネル１０３へ階調表示電圧と
して出力する。
【００９１】図２０に、この発明の第３実施例の基準電
圧発生回路５２の構成ブロック図を示す。第１実施例の
図３では、補正情報を格納した不揮発性メモリー５３を
基準電圧発生回路５２に設けていたが、第３実施例で
は、不揮発性メモリー５３の代わりに、主要回路部１２
０の外に表示メモリ１１０を設ける。そしてこの表示メ
モリ１１０に記憶された調整用データＤ２が読み出さ
れ、基準電圧発生回路５２の各γ補正調整回路５２に与
えられる。
【００９２】ここで、調整用データＤ２は、基準電圧発
生回路５２内部のメモリに固定的に記憶されるのではな
く、基準電圧発生回路５２の外部の表示メモリ１１０に
記憶されているので、ゲート信号ラインごとにＭＰＵ１
０５からの制御信号Ｃによって書き換えることができる
点が第１実施例と異なる。また、複数種類の調整用デー
タＤ２を表示メモリ１１０に予め記憶しておき、制御信
号Ｃにより、読み出すべき調整用データＤ２の種類をゲ
ート信号ラインごとに異ならせることにより、ゲート信
号ラインごとにγ補正の微調整をすることができる。
【００９３】図２０に示した基準電圧発生回路５２にお
いて、２つの電圧入力端子Ｖ０，Ｖ６４、８つの抵抗素
子Ｒ０～Ｒ７、γ補正電圧を生成するガンマ補正調整回
路５４を有すること等の回路構成は、第１実施例の図３
と同様である。また、γ補正調整回路５４の回路構成、
定電流源部の回路構成や動作については、第１実施例の
図４、図５および図６と同様である。ただし、第１実施
例では、不揮発性メモリー５３に記憶された調整用デー
タに基づいて、図６に示したスイッチのオン／オフ制御
をしていたが、第３実施例では、表示メモリ１１０から
与えられる調整用データ（Ｄ２）に基づいて図６に示し
たスイッチのオン／オフ制御をする(図２１参照)。
【００９４】このように、表示メモリ１１０に格納され
た調整用データ（Ｄ２）に応じて、スイッチ＋
２(n-1)，－２(n-1)をオン／オフすることによって、入
力電圧に対して調整用データに基づく調整を行った電圧
を出力することができる。さらに、表示メモリ１１０
に、２種類の調整用データを記憶させておき、走査信号
に同期を取り、ゲート信号ラインごとに所望の調整用デ
ータＤ２を出力し調整を切り替えることにより、２種類
のγ補正の調整が可能となる。
【００９５】この調整を抵抗素子Ｒ０～Ｒ７に基づくγ
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補正値に適用することによって、図２２に示すように、
液晶駆動出力電圧の特性として、抵抗素子Ｒ０～Ｒ７自
体に基づく補正値（ガンマ変換特性γ１）を中心にし
て、上記調整用データによって調整された上下２つのガ
ンマ変換特性γ２を得ることができる。すなわち２種類
のガンマ変換特性（γ１，γ２）を得ることができる。
【００９６】後述する図２３に示したようなドット反転
駆動方式では、１フレーム内において、所定のラインの
み異なるガンマ特性を持たせることができるので、視野
角が最適視野になるよう表示特性を変えることができ
る。この場合の表示メモリ１１０の読み出しの制御は、
ＭＰＵ１０５から直接、走査信号に同期した切り替え信
号を表示メモリ１１０に出力しても良い。あるいは、コ
マンドデコーダ２４内にメモリ領域を備え、例えば、走
査信号線ｎｉ～ｎｉ＋ｊまで切り替えするように、この
メモリ領域に走査信号線番号と調整データ番号（γ１
用、γ２用等）を記憶しておき、ＭＰＵ１０５からの制
御信号Ｃをデコードし、Ｘアドレスデコーダ、Ｙアドレ
スデコーダを介して表示メモリ１１０を制御しても良
い。
【００９７】また、表示メモリ１１０に記憶された調整
用データＤ２は、必要に応じてプログラム等によりＭＰ
Ｕ１０５を介して書き換えられるようにする。書き換え
ができれば、利用者の見る位置や角度等に対応させたγ
補正の調整ができ、より好ましい。
【００９８】図２３に、図２２に示した２つのガンマ変
換特性γ１，γ２を用いて液晶駆動した場合の画素状態
の説明図を示す。図２３の各ます目は、１つの画素ドッ
トを表わしており、各画素ドットの中の“＋”または
“－”は、印加される信号電圧の極性を示している。図
２３において、中央の４つの行の部分は、抵抗素子Ｒ０
～Ｒ７に基づく補正値を中心としたガンマ変換特性γ１
に対応する信号が入力される画素ドットであり、上部一
行分と下部一行分とは、調整用データＤ２によって調整
されたガンマ変換特性γ２に対応する信号が入力される
画素ドットである。
【００９９】ここでは、ゲート信号ラインと各行とが対
応しており、上下２つのゲート信号ラインに対応する行
のみが特性γ２の調整がされている。ただし、特性γ２
の調整は、図２３の２つの行に限定されるものではな
く、制御信号Ｃの情報を変えることにより、任意の行に
ついて行うことができる。
【０１００】図２３は、ドット反転駆動方式の液晶表示
を示しており、ある１つのフレームにおいて隣接する画
素ドットの極性が互いに反転している例を示している。
図２４に、連続するフレーム（ｎフレームとｎ＋１フレ
ーム）における画素状態の変化を示したものを示すが、
ｎフレームから次のｎ＋１フレームへ変化したとき、各
画素ドットの極性が反転している。以上のように、１つ
のフレーム内において、ゲート信号ラインすなわち行ご
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とにガンマ変換特性を変えることができるので、ガンマ
変換特性γ１を採用する行と、ガンマ変換特性γ２を採
用する行を適切に選択すれば、広視野となるように視野
角特性を調整することができる。
【０１０１】図２３、図２４では、２種類のガンマ変換
特性（γ１，γ２）を用いたが、３種類以上のガンマ変
換特性を用いた調整をしてもよい。ガンマ変換特性の種
類を増やすことにより、よりきめ細かい視野角の調整が
可能となり、また、その結果、液晶パネルの均一化が図
れるので、視覚による色変化の補正が可能となる。図２
５に、３種類のガンマ変換特性（γ１，γ２，γ３）を
用いてγ補正を調整した場合の一実施例の画素状態の説
明図を示す。この場合は、表示メモリ１１０に、各ガン
マ変換特性（γ１，γ２，γ３）に対応する３種類の調
整用データＤ２を記憶しておく。
【０１０２】この３つのガンマ変換特性（γ１，γ２，
γ３）の液晶駆動出力電圧の一実施例を、図２８に示
す。各ゲート信号ラインごとに、そのゲート走査信号に
同期させて、そのゲート信号ラインに対応する調整用デ
ータＤ２を表示メモリ１１０から読み出して、基準電圧
発生回路５２に与え、この調整用データＤ２に基づいて
ゲート信号ラインすなわち行ごとに各γ補正調整回路５
４のスイッチを切り替えればよい。図２５は、中央部の
行を特性γ１による調整をし、その両側の行を特性γ２
による調整をし、さらに外側の行について特性γ３によ
る調整をしている。
【０１０３】どの行にどの調整量を適用するかは、図２
５に示したものに限るものではなく、利用者の見る位置
や角度等によって調整量を変更すればよい。たとえば、
大画面の液晶ディスプレイでは、見る人と画面の相対位
置によって視野角が異なり、画面の上部領域、中央部領
域および下部領域の見え方が異なる。上部領域は見にく
いが、中央部下部領域はそれほど見にくくはないという
ような場合もあり、必ずしも図２５のような調整が適切
とは言えない。
【０１０４】このような場合には、図２６に示すよう
に、上方と下方とでガンマ変換特性を異ならせた方が好
ましい。図２６は、上方と下方の行についてのガンマ変
換特性を異ならせた場合の画素状態の説明図である。図
２６では、上部の行について図２８のガンマ変換特性γ
２を用い、下部の行について図２８のガンマ変換特性γ
３を用いている。ここで、ガンマ変換特性γ２，γ３
は、ガンマ変換特性γ１を中心として上下にそれぞれ２
通りの調整電圧を持っているが、どちらの電圧を用いる
かは、画面を観察することによって決定することができ
る。
【０１０５】たとえば、図２６の場合は、画像が全体的
に明るい場合の一例であり、特性γ２およびγ３とも、
図２８の特性γ１の下側に示した電圧値を利用すればよ
い。図２６に示すような行単位の画面領域ごとにγ特性
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を調整すれば、大画面の液晶表示装置において、より視
野角が広くなるように調整することができる。
【０１０６】図２７に、図２６の画素状態に対して連続
するフレームにおける画素状態の変化の説明図を示す。
ここでは、ｎフレームの各画素ドットに対して、ｎ＋１
フレームでは極性が反転した電圧が印加され、さらに上
部と下部の行について異なるガンマ変換特性（γ２，γ
３）を適用している。図２７に示すようにガンマ補正の
調整をすれば、ＲＧＢの色バランスを維持し、連続して
異なるガンマ特性に対応した電圧を印加すると正負の信
号のアンバランスにより発生する残留ＤＣ電圧による液
晶、配向膜の固定分極に起因する画面の焼き付きを抑え
ることができる。
【０１０７】図２９、図３０に、５種類のガンマ変換特
性（γ１～γ５）を用いてγ補正の調整をした場合の一
実施例の画素状態の説明図を示す。図３１に、この５種
類のガンマ変換特性に対応した液晶駆動出力電圧の特性
の一実施例の説明図を示す。ここでは、中央部の行につ
いてガンマ変換特性γ１を適用し、上部の２行について
ガンマ変換特性γ２とγ３を、下部の２行についてガン
マ変換特性γ４とγ５とを適用したものを示している。
図３０では、ｎ＋１フレームにおいて、上部の２行と、
下部の２行についてのガンマ変換特性を入れかえてい
る。
【０１０８】このように、ガンマ変換特性の種類の数を
増やし、さらに、印加電圧を反転させ図３０に示すよう
にガンマ変換特性を適用する行を変化させることによ
り、視野角をよりきめ細かく調整することができ、広視
野角に調整することができる。また、図１０のように、
ＲＧＢそれぞれに対応した階調表示基準電圧発生回路５
２を備え、各階調表示基準電圧発生回路５２内のγ補正
調整回路５４を表示メモリ１１０から読み出した各々の
調整用データＤ２によりγ補正の調整を行うようにすれ
ば、ＲＧＢを個別に調整することに加えて、さらに適切
なγ補正を実現できる。
【０１０９】＜第４実施例＞この実施例では、各画素に
印加される信号電圧の極性（正(＋)または負(－)）ごと
にガンマ補正の調整を異ならせる場合について説明す
る。
【０１１０】以下に示す第４実施例において、図３２の
表示メモリ１１０が第１記憶部に相当し、表示メモリ１
３７が第２記憶部に相当し、セレクタ回路１３０が選択
部に相当する。また、図３４の正極性階調電圧発生回路
５６が第１電圧発生部に、図３４の負極性階調電圧発生
回路５７が第２電圧発生部に、図３５の抵抗分割回路５
２ａが第１調整部に、図３５の抵抗分割回路５２ｂが第
２調整部にそれぞれ相当する。
【０１１１】図３２に、この発明の第４実施例の液晶表
示装置１の構成ブロック図を示す。図１９に示した第３
実施例の構成に対して、次の要素が追加されている点が
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異なる。
（ａ）セレクタ回路１３０
（ｂ）表示メモリ１３７と第２デコード部１３２
（ｃ）信号Ｖcom（対向電極電圧）
（ｄ）制御信号Ｃ１（ＭＰＵ１０５から入出力回路１３
３へ）
（ｅ）参照電圧ＶＨ,ＶＬ（ＭＰＵから基準電圧発生回
路５２へ）
（ｆ）極性反転用信号ＲＥＶ（ＭＰＵからセレクタ回路
１３０へ）
（ｇ）調整用データＤ３（表示メモリ１３７から基準電
圧発生回路５２へ）
第４実施例では、第３実施例とは異なり２系統のアドレ
スデコード回路（第１デコード部１３１、第２デコード
部１３２）を備え、２つの表示メモリ（１１０，１３
７）を備える。詳細については後述する。その他の構成
要素については、第３実施例と同様である。
【０１１２】この発明の液晶表示装置１は、液晶パネル
１０３、ソースドライバ１０１、ゲートドライバ１０
２、コントローラ１０５とを備える。コントローラ１０
５としては、ＭＰＵ（マイクロプロセッサユニット）を
用いることができる。このＭＰＵ１０５が、制御部に相
当する。
【０１１３】＜液晶パネルの構成＞液晶パネル１０３
は、ｍ本のソ－ス電極およびｎ本のゲート電極に形成さ
れる水平方向ｍ画素×垂直方向ｎ画素のＴＦＴ（薄膜ト
ランジスタ）方式の画素を有する液晶パネルである。な
お、以下では水平方向１ラインの画素の配列を「行」と
称し、垂直方向１ラインの画素の配列を「列」と称す
る。ここでは、ｍ＝１０２８×ＲＧＢ，ｎ＝９００であ
り、各画素において第０階調～第６３階調の６４階調
（６ビット）の階調表示を行なうものとする。各行に
は、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）それぞれを表示する
画素が繰り返し配列されているものとする。したがっ
て、各行にはＲＧＢの各画素がそれぞれｎ画素含まれて
いることになる。
【０１１４】液晶パネル１０３には、ソースドライバ１
０１およびゲートドライバ１０２が接続されており、ソ
ースドライバ１０１およびゲ―トドライバ１０２はコン
トローラ（ＭＰＵ）１０５に接続されている。
＜ソースドライバの構成＞ソースドライバ１０１は、主
要回路部１２０および周辺回路部１２２とからなり、周
辺回路部１２２は、第１デコード部１３１，第１表示メ
モリ１１０，第２デコード部１３２，第２表示メモリ１
３７とから構成される。また、第１デコード部１３１
は、入出力回路１２１，コマンドデコーダ１１１，Ｘア
ドレスデコーダ１１２，Ｙアドレスデコーダ１１３とか
らなり、第２デコード部１３２は、入出力回路１３３，
コマンドデコーダ１３４，Ｘアドレスデコーダ１３５，
Ｙアドレスデコーダ１３６とからなる。
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【０１１５】表示メモリ１１０，１３７は、特に制限さ
れないが、水平方向Ｍ画素×垂直方向Ｎ画素分の表示デ
ータを格納できるよう構成されている。表示メモリ１１
０，１３７には、さらにそれぞれγ補正データＤ２，Ｄ
３も格納される。以後、このγ補正調整用データＤ２，
Ｄ３に注目して記載する。
【０１１６】表示メモリ１１０，１３７は種類は問わな
いが、フラッシュメモリ、ＯＴＰ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｆｅ
ＲＡＭ等（強誘電体メモリ）の一度記憶した補正データ
は電源が遮断されても保持する不揮発性メモリーから構
成されるのが望ましい。ただし、表示データが固定デー
タとして提供される場合、表示メモリとしてＲＯＭ構造
のメモリを用いてもよい。表示メモリに格納される調整
用データＤ２，Ｄ３は、必要に応じて書きかえることが
できる。また、表示メモリ１１０，１３７は、ソースド
ライバ１０１の中に内蔵してもよく、また外付けとして
もよい。
【０１１７】図３２では、表示メモリ１１０，１３７と
しては、別々に異なるメモリとして構成したものを示し
ているが、図３３に示すように、物理的に１つのメモリ
を用いて、これを領域分割して表示メモリ１１０および
１３７として用いてもよい。この場合、デコード部（１
３１，１３２）を１つにまとめて、制御信号ＣおよびＣ
１に対して、１つの表示メモリ１１０から調整用データ
（Ｄ２，Ｄ３）を読み出すようにすることができる。
【０１１８】この第４実施例のソースドライバ１０１の
主要回路部１２０の構成および動作は、第３実施例とほ
ぼ同様であるが、基準電圧発生回路５２から出力される
階調表示用電圧は、セレクタ回路１３０を介してＤ／Ａ
コンバータ回路３６に対して出力される点が異なる。ま
た、ＭＰＵ１０５から出力された制御信号Ｃは周辺回路
部内の入出力回路１２１に与えられるが、この制御信号
Ｃにより、表示メモリ１１０から調整用データＤ２が読
み出され、調整用データＤ２は、基準電圧発生回路５２
の正極性階調電圧発生回路５６の抵抗分割回路５２ａに
入力される（図３４，図３５参照）。一方、ＭＰＵ１０
５から出力された制御信号Ｃ１は、入出力回路１３３に
与えられ、この制御信号Ｃ１により表示メモリ１３７か
ら調整用データＤ３が読み出され、調整用データＤ３
は、基準電圧発生回路５２の負極性階調電圧発生回路５
７の抵抗分割回路５２ｂに入力される（図３４，図３５
参照）。
【０１１９】＜基準電圧発生回路の構成＞図３４および
図３５に、第４実施例の基準電圧発生回路５２の内部回
路構成図を示す。ここで、基準電圧発生回路５２は、正
極性階調電圧発生回路５６と、負極性階調電圧発生回路
５７とから構成され、それぞれの発生回路（５６，５
７）は、バッファアンプ（５５ａ，５５ｂ）と、抵抗分
割回路（５２ａ，５２ｂ）とから構成される。また、最
上位電圧入力端子ＶＨと最下位電圧入力端子ＶＬを有
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し、この電圧入力端子に、それぞれＭＰＵ１０５からの
参照電圧ＶＨ，ＶＬが入力される。この参照電圧ＶＨ，
ＶＬは、図示しない外部の液晶駆動電源からＭＰＵ１０
５を介して供給されるものであり、第３実施例の図２０
に示した電圧Ｖ

64
，Ｖ

0
に相当するものである。

【０１２０】正極性階調電圧発生回路５６は、正極性の
交流駆動に対応し、抵抗分割回路５２ａにより、正極性
の階調表示用のアナログ電圧（＋Ｖ

0
～＋Ｖ

63
）を発生

させる。負極性階調電圧発生回路５７は、負極性の交流
駆動に対応し、抵抗分割回路５２ｂにより、負極性の階
調表示用のアナログ電圧（－Ｖ

0
～－Ｖ

63
）を発生させ

る。
【０１２１】また、正極性側の抵抗分割回路５２ａは、
基準となるガンマ補正を行うための抵抗比を有する抵抗
素子ＲＰ０～ＲＰ７、ガンマ補正調整回路５４およびア
ナログスイッチＳＡとから構成される。正極性側の抵抗
分割回路５２ａにおいて、ＭＰＵ１０５から与えられた
制御信号Ｃにより表示メモリ１１０から読み出された調
整用データＤ２に基づいて、各ガンマ補正調整回路５４
にて正極性の階調表示用のアナログ電圧（＋Ｖ

0
～＋Ｖ

6

3
）が調整される。
【０１２２】また、負極性側の抵抗分割回路５２ｂは、
同様に、抵抗素子ＲＮ０～ＲＮ７、ガンマ補正調整回路
５４およびアナログスイッチＳＢとから構成される。同
様に、負極性側の抵抗分割回路５２ｂにおいて、ＭＰＵ
１０５から与えられた制御信号Ｃ１により表示メモリ１
３７から読み出された調整用データＤ３に基づいて、各
ガンマ補正調整回路５４にて、負極性の階調表示用のア
ナログ電圧（－Ｖ

0
～－Ｖ

63
）が調整される。

【０１２３】図３５において、抵抗素子ＲＰ０～ＲＰ７
のうち、ＲＰ０における一方の接続点には最上位電圧入
力端子ＶＨに接続されたバッファアンプ（ボルテージフ
ォロア型増幅アンプ）５５ａの出力が接続され、抵抗Ｒ
Ｐ０の他端はＲＰ１が接続される。抵抗素子ＲＰ１～Ｒ
Ｐ７のそれぞれは、複数本の抵抗素子が直列に接続され
て構成されている。例えば、抵抗ＲＰ１について説明す
れば、１５本の抵抗素子ＲＰ１－１，ＲＰ１－２，……
ＲＰ１－１５が直列接続され全体として抵抗ＲＰ１が構
成されている。また、他の抵抗ＲＰ２～ＲＰ７について
は１６本の抵抗素子が直列接続されて抵抗ＲＰ２～ＲＰ
７が構成されている。ＲＰ７の他端はＲＰ６が接続さ
れ、抵抗ＲＰ７における抵抗ＲＰ６の接続点とは反対側
の端子には、アナログスイッチＳＡを挟んで最下位電圧
入力端子ＶＬに接続されたバッファアンプ（ボルテージ
フォロア型増幅アンプ）５５ｂの出力が接続されてい
る。
【０１２４】抵抗素子ＲＮ０～ＲＮ７のうち、ＲＮ０に
おける一方の接続点には最下位電圧入力端子ＶＬに接続
された増幅用アンプ５５ｂの出力が接続され、抵抗ＲＮ
０の他端はＲＮ１が接続される。抵抗素子ＲＮ１～ＲＮ
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７のそれぞれは、複数本の抵抗素子が直列に接続されて
構成されている。例えば、抵抗ＲＮ１について説明すれ
ば、１５本の抵抗素子ＲＮ１－１，ＲＮ１－２，……Ｒ
Ｎ１－１５が直列接続され全体として抵抗ＲＮ１が構成
されている。また、他の抵抗ＲＮ２からＲＮ７について
は１６本の抵抗素子が直列接続されて抵抗ＲＮ２～ＲＮ
７が構成されている。ＲＮ７の他端はＲＮ６が接続さ
れ、そして抵抗ＲＮ７における抵抗ＲＮ６の接続点とは
反対側の端子には、アナログスイッチＳＢを挟んで最上
位電圧入力端子ＶＨに接続されたバッファアンプ（ボル
テージフォロア型増幅アンプ）５５ａの出力が接続され
る。このように、第４実施例では、従来の階調表示基準
電圧発生回路のように、９本の中間調電圧入力端子Ｖ０
からＶ６４を設ける必要は無く、中間電圧を基準電圧発
生回路５２内で生成し調整することができる。
【０１２５】また、最上位電圧入力端子ＶＨと最下位電
圧入力端子ＶＬとに接続されたバッファアンプ５５ａ，
５５ｂ（ボルテージフォロア型増幅アンプ）によって、
抵抗分割回路（５２ａ，５２ｂ）の抵抗値をより高くす
ることができるので、分割抵抗に流れる電流値を抑える
ことができる。
【０１２６】さらに、ＭＰＵ１０５から出力された極性
反転用信号ＲＥＶは、図３５に示すように、基準電圧発
生回路５２の抵抗分割回路（５２ａ，５２ｂ）の中のア
ナログスイッチ（ＳＡ，ＳＢ）に与えられ、この信号Ｒ
ＥＶにより、どちらか一方の抵抗分割回路（５２ａ，５
２ｂ）が選択されることになる。たとえば、信号ＲＥＶ
が“Ｈ”のとき、アナログスイッチＳＡがＯＮ（開状
態），スイッチＳＢがＯＦＦ（閉状態）となり、抵抗分
割回路５２ａが選択され、正極性の階調表示用アナログ
電圧（＋Ｖ

0
～＋Ｖ

63
）が出力される。逆に信号ＲＥＶ

が“Ｌ”のとき、アナログスイッチＳＡがＯＦＦ（閉状
態），スイッチＳＢがＯＮ（開状態）となり抵抗分割回
路５２ｂが選択される。この信号ＲＥＶは、アナログス
イッチ（ＳＡ，ＳＢ）のゲートに与えられるゲートへの
追加電圧が“Ｈ”のときスイッチが導通状態（開状態）
となる。
【０１２７】＜セレクタ回路の構成＞セレクタ回路１３
０は、図３４に示すように正極性階調電圧発生回路５６
と負極性階調電圧発生回路５７とに対応して、正極性用
のセレクタ回路１３０ａと負極性用のセレクタ回路１３
０ｂとを備え、各セレクタ回路（１３０ａ，１３０ｂ）
は、電圧発生回路（５６，５７）から出力される各アナ
ログ電圧（Ｖ

0
～Ｖ

63
）に対応するように設けられた複

数個のアナログスイッチ（５８，５９）により構成され
る。セレクタ回路１３０ａの各アナログスイッチ５８
は、正極性の抵抗分割回路５２ａからのアナログ電圧
（＋Ｖ

0
～＋Ｖ

63
）の出力端子にそれぞれ接続され、セ

レクタ回路１３０ｂの各アナログスイッチ５９は、負極
性の抵抗分割回路５２ｂからのアナログ電圧（－Ｖ

0
～
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－Ｖ

63
）の出力端子にそれぞれ接続される。各アナログ

スイッチ（５８，５９）は、極性反転用信号ＲＥＶによ
りＯＮ／ＯＦＦが選択され、各アナログ電圧（Ｖ

0
～Ｖ

64
）のＤＡコンバータ回路３６への出力の有無が制御さ

れる。
【０１２８】たとえば、信号ＲＥＶが“Ｈ”のとき、セ
レクタ回路１３０ａのアナログスイッチ５８が選択さ
れ、正極性のアナログ電圧（＋Ｖ

0
～＋Ｖ

63
）が出力さ

れる。また、信号ＲＥＶが“Ｌ”のとき、セレクタ回路
１３０ｂのアナログスイッチ５９が選択され、負極性の
アナログ電圧（－Ｖ

0
～－Ｖ

63
）が出力される。

【０１２９】また、ガンマ補正調整回路５４の回路構成
等については、第１実施例の図４，図５および図６と同
様であり、第４実施例では、第３実施例の図２１に示し
たように、表示メモリ１１０から与えられる調整用デー
タ（Ｄ２）と表示メモリ１３７から与えられる調整用デ
ータ（Ｄ３）とに基づいて各スイッチのオン／オフ制御
がされる。第４実施例の場合は、ガンマ補正調整回路５
４において、第１実施例の不揮発性メモリー５３に記憶
されたガンマ補正情報の調整データの代わりに表示メモ
リ１１０，１３７にそれぞれ格納された２つの調整用デ
ータＤ２，Ｄ３に応じた倍率の調整量を得ることができ
る。言いかえれば、調整用データＤ２，Ｄ３に応じて、
スイッチ＋２(n-1)，－２(n-1)をオン／オフすることに
よって、入力電圧に対して調整用データに基づく調整を
行った電圧を出力することができる。
【０１３０】この調整を抵抗素子Ｒ０～Ｒ７に基づくガ
ンマ補正値に適用することによって、図３６に示すよう
に、液晶駆動出力電圧の特性は、抵抗素子Ｒ０～Ｒ７に
基づく補正値を中心としたガンマ変換特性γ１と上記調
整用データＤ２，Ｄ３によって調整可能なガンマ変換特
性γ２並びにγ３とを得ることができる。このγ１とγ
２並びにγ３とによる三つのガンマ特性は、後述する図
３７に示すような１画面内において、任意のラインに対
してそれぞれ適用させることにより、視野角が最適視野
になるよう特性を変えることができる。
【０１３１】図３７に、図３６で説明したガンマ変換特
性γ１と、調整用データＤ２，Ｄ３によって調整された
ガンマ変換特性γ２並びにγ３とを液晶表示装置に適用
した場合の画素状態の説明図を示す。第３実施例の図２
３等には、ドット反転駆動方式による画素状態を示した
が、図３７では、ライン駆動方式により液晶表示装置を
駆動した場合を示している。すなわち、図２３では１つ
の走査ラインにおいて極性が正と負に交互に変化してい
るのに対し、図３７では、１つの走査ライン上のすべて
の画素について、正極性（＋）あるいは負極性（－）の
どちらかとなっている。
【０１３２】図３７において、斜線の無い部分は抵抗素
子Ｒ０～Ｒ７に基づく補正値を中心としたガンマ変換特
性γ１に対応する信号が入力される画素ドットを示し、
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斜線部は調整用データＤ２，Ｄ３によって調整されたガ
ンマ変換特性γ２並びにγ３に対応する信号が入力され
る画素ドットを示す。また画素ドット無いの＋／－の符
号は印加信号の極性を示す。また、図３８に、図３７で
示した液晶表示装置での連続する２つのフレームにおけ
る画素状態の変化を示す。ｎ＋１フレームでは、ｎフレ
ームに対し正極性、負極正を反転している。以上のよう
に、１画面内の任意のラインに対して、３種類の異なる
ガンマ変換特性を適用することにより、広視野角化を図
ることができる。なお、３種類以上のガンマ変換特性を
適用することにより、より広範囲で視野角特性を変える
ことが可能となることは言うまでもない。
【０１３３】以上のように、表示メモリ１１０に格納さ
れた調整用データＤ２を用いて、正極性の走査ラインに
対するガンマ補正値の調整（図３７のγ２）を行い、表
示メモリ１３７に格納された調整用データＤ３を用い
て、負極正の走査ラインに対する補正値の調整（図３７
のγ３）を行うようにしているので、視覚による色変化
の最適な補正を実現することができる。
【０１３４】図３９に、第４実施例の基準電圧発生回路
５２の他の構成例を示す。図３５に示した構成に対し
て、バッファアンプ（５５ａ，５５ｂ）の動作を制御す
るための制御端子６０を設ける。制御信号端子６０はＭ
ＰＵ１０５と接続され、“Ｈ”または“Ｌ”レベルの信
号がＭＰＵ１０５から与えられる。たとえば、制御端子
６０に、“Ｈ”レベルの信号が供給されると、バッファ
アンプ（５５ａ，５５ｂ）は導通状態となり、入力参照
電圧ＶＨ，ＶＬに基づいて、前記したような正極性およ
び負極正の６４通りの基準電圧（±Ｖ

0
～±Ｖ

63
）が生

成される。一方、制御端子６０に、“Ｌ”レベルの信号
が供給されると、バッファアンプ（５５ａ，５５ｂ）は
非導通状態となり、動作を停止し、基準電圧は生成され
ない。
【０１３５】すなわち、バッファアンプ（５５ａ，５５
ｂ）の動作を停止させることにより、基準電圧発生回路
５２による電圧の生成が中断されるので、低消費電力化
を図ることができる。また、図示していないがガンマ補
正調整回路５４の中に設けられるバッファアンプも、同
様の信号による動作の制御をしてもよい。たとえば、液
晶表示装置の非表示時期や、画面の非表示期間である垂
直同期の処理期間中などにおいて、消費電力の大きいバ
ッファアンプ（５５ａ，５５ｂ）に代表されるアナログ
回路の動作電流を遮断すれば、液晶駆動装置の低消費電
力化を図ることができる。
【０１３６】
【発明の効果】この発明によれば、階調補正用の調整デ
ータを、不揮発性メモリーに記憶させているので、デジ
タル表示データのデータ長が長い場合でも、回路構成が
複雑になることを防止でき、調整データの変更作業が容
易にできる。
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【０１３７】また、調整データの変更は、不揮発性メモ
リーに記憶されている調整データを書きかえるだけでよ
いので、液晶表示等のための駆動回路を作り変えること
なく、液晶材料や液晶表示装置の特性に合わせて、基準
電圧を容易に調整することができる。したがって、特性
の異なる液晶表示装置でも適用することができるので、
階調表示のための回路の合理化、共通化を図ることがで
き、製造コストを下げることができる。また、色成分ご
とに独立して階調補正ができるので、液晶表示装置の表
示品位をきめ細かく制御できる。
【０１３８】また、この発明の液晶表示装置によれば、
異なるガンマ特性の出力電圧を１フレーム内の所望のゲ
ート信号ラインへ印加させることができ、視野角が最適
視野になるよう特性を変えることができる。また視角に
よる色変化の補正が可能となることから、液晶パネル製
造工程を複雑にすることなく、また、製造条件を厳しく
することなく、また、液晶駆動装置も製造後、自在に調
整データを変えることができる。
【０１３９】また、この発明によれば、正極性電圧を印
加する場合と負極正電圧を印加する場合の調整用データ
を別々に記憶し、正極性電圧を印加する走査ラインと負
極正を印加する走査ラインごとに、階調表示用の基準電
圧を調整するようにしているので、極性に対応させた視
覚による色変化補正をより適切に行うことができる。ま
た、特に、正極性電圧印加時と負極正電圧印加時とで表
示特性が異なるような液晶表示装置において、よりきめ
細かくガンマ補正調整をすることができる。また、調整
量、すなわち階調表示用データを不揮発性メモリーに記
憶させ、その内容を必要に応じて書きかえるようにして
いるので、基準電圧発生部等の階調表示の駆動回路を変
更することなく、液晶材料または液晶表示装置の表示特
性に対応させて基準電圧を容易に調整できる。したがっ
て、階調表示のための回路を合理化および共有化でき、
結果として液晶表示装置の製造コストを下げることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１実施例のソースドライバの構成
ブロック図である。
【図２】この発明の液晶表示装置の一実施例の構成を示
すブロック図である。
【図３】この発明の階調表示基準電圧発生回路の構成を
示すブロック図である。
【図４】図１におけるγ補正調整回路の概略ブロック図
である。
【図５】基準電圧よりも高い出力電圧を得る場合と低い
出力電圧を得る場合とにおける定電流源の動作説明図で
ある。
【図６】γ補正調整回路における定電流源部の回路構成
を示す図である。
【図７】図１に示す階調表示基準電圧発生回路による液
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晶駆動出力電圧の特性を示す図である。
【図８】この発明の不揮発性メモリーに記憶される情報
内容の説明図である。
【図９】この発明の階調表示データの補正特性の説明図
である。
【図１０】この発明の第２実施例のソースドライバの構
成ブロック図である。
【図１１】ＴＦＴ方式による液晶表示装置のブロック構
成を示す図である。
【図１２】図１１における液晶パネルの構成を示す図で
ある。
【図１３】液晶駆動波形の一例を示す図である。
【図１４】図１３よりも印加電圧が低い場合の液晶駆動
波形を示す図である。
【図１５】図１１におけるソースドライバのブロック図
である。
【図１６】図１５における階調表示基準電圧発生回路の
構成を示す図である。
【図１７】図１６に示す階調表示基準電圧発生回路によ
る液晶駆動出力電圧の特性例を示す図である。
【図１８】従来の液晶の配向状態を示す図である。
【図１９】この発明の第３実施例の液晶表示装置の構成
ブロック図である。
【図２０】この発明の第３実施例の階調表示基準電圧発
生回路の構成ブロック図である。
【図２１】この発明の第３実施例のγ補正調整回路の定
電流源部の回路構成を示す図である。
【図２２】この発明の第３実施例の液晶駆動出力電圧の
２つのガンマ変換特性の説明図である。
【図２３】この発明の第３実施例において、２種類のガ
ンマ変換特性を用いた液晶表示装置の画素状態の説明図
である。
【図２４】図２３について、連続する２つのフレームの
画素状態の説明図である。
【図２５】この発明の第３実施例において、３種類のガ
ンマ変換特性を用いた液晶表示装置の画素状態の説明図
である。
【図２６】この発明の第３実施例において、３種類のガ
ンマ変換特性を用いた液晶表示装置の画素状態の説明図
である。
【図２７】図２６について、連続する２つのフレームの
画素状態の説明図である。
【図２８】この発明の第３実施例の液晶駆動出力電圧の
３つのガンマ変換特性の説明図である。
【図２９】この発明の第３実施例において、５種類のガ
ンマ変換特性を用いた液晶表示装置の画素状態の説明図
である。
【図３０】図２９について、連続する２つのフレームの
画素状態の説明図である。
【図３１】この発明の第３実施例の液晶駆動出力電圧の
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５つのガンマ変換特性の説明図である。
【図３２】この発明の第４実施例の液晶表示装置の構成
ブロック図である。
【図３３】この発明の第４実施例の液晶表示装置の構成
ブロック図である。
【図３４】この発明の第４実施例の基準電圧発生回路、
セレクタ回路の構成ブロック図である。
【図３５】この発明の第４実施例の基準電圧発生回路の
構成ブロック図である。
【図３６】この発明の第４実施例の液晶駆動出力電圧の
ガンマ変換特性の説明図である。
【図３７】この発明の第４実施例において、３種類のガ
ンマ変換特性を用いた液晶表示装置の画素状態の説明図
である。
【図３８】図３７について、連続する２つのフレームの*
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*画素状態の説明図である。
【図３９】第４実施例の基準電圧発生回路の他の構成ブ
ロック図である。
【符号の説明】
５２…階調表示基準電圧発生回路
５３…不揮発性メモリー
５４…γ補正調整回路
１０１…ソースドライバ
１０２…ゲートドライバ
１０３…液晶表示部
１０４…液晶駆動部
１０５…コントローラ
１１０…表示メモリ
Ｒ０～Ｒ７，Ｒ…抵抗素子

【図１】 【図３】
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【図９】 【図１０】

【図１１】



(21) 特開２００３－２８０６１５

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図２０】
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【図１９】

【図２１】

【図２５】 【図２６】
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【図２４】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】

【図３６】

【図３７】
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【図３３】

【図３４】
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【図３５】 【図３８】
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摘要(译)

灰度显示基准电压生成电路技术领域本发明涉及一种灰度显示基准电压
生成电路，通过将用于γ校正的调整数据存储在非易失性存储器中，可以
容易地根据液晶显示装置等的特性来改变γ校正特性。 任务就是这样
做。 在用于在将显示数据从数字转换为模拟时生成用于灰度显示的参考
电压的灰度显示参考电压生成电路，用于生成多个电平的参考电压的参
考电压生成单元和参考。 其特征在于包括：校正信息存储单元，用于存
储电压的调整量；以及调整单元，用于基于存储在校正信息存储单元中
的调整量来调整参考电压。
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